
学校の整備
(複合施設)

いずみの森と
同じように

■川口中学校区 B-2 【地域のありたい姿と必要なこと】

SNSの
活用

ありたい姿

自然と共生し、大人から子どもまで関わりあえる街 川口

すぐにやれる

時間がかかる

地域主体 行政主体

・まちづくりの担い手である地域住民を増加させるためには、豊かな自然環境という魅力をうまくアピールし、人を呼
び込むことが大切。都会では手に入れることができない素晴らしい環境を生かしたい。
・おせっかいというコミュニケーションを通じて地元愛を育み、子どもと子育て環境に投資することを優先し、定住意
向に繋げていく。

近所での
あいさつ

近所つきあいが
できる。お茶のみ、

話しができる
場所作り

想い

地域支援活動

子ども食堂

地域資源
観光･自然･野菜etc
アピールしていく

場所の整備

地域での
情報共有

ＰＲ方法の
検討

紙より
人との

おしゃべりで

ＪＡ
野菜販売

地域の
交流の場

市のＨＰで
町会毎の
ページ

施設の
老朽化が
進んでいる中･高･大学生などが市長や

市議会議員へ直接意見を伝
えられる機会をつくる。
小･中は授業内で話し合う

時間をもつ。

地域と学校との
連携活動
そのための

情報共有や広報活動

町会活動の見直し
人があつまれる
町会(サロン)作り

マンションと
お店の複合施設

地域の差のない
子どもの居場所・
時間・費用の確保

拠点を核としての
サテライト施設の整備

さまざまな活用拠点と
する

育児する親の
働き時間を短くする
例)午前中15時まで

浅川
の整備

川口川

子育てにかかる
費用負担の軽減

豊かな自然環境

住んで良かったと
思える街づくり

子どもが
いきいきしてる街

・子育て
・教育
・就職

親も
安心できる

遊歩道の
整備
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■川口中学校区 B-2 【地域のありたい姿と必要なこと】

若者

空家で
リモートワーク

若者

・働く場所が近く
にあり、休みは
地域の行事に
参加できるまち

・育児時間
・会社時短

学童・放課後
学校でバラバラ

子どもの居場所
（費用、時間）

〈新しい人の呼びこみ〉

特に子育て世代にとって
の魅力的な政策。

・多様な教育の選択肢
・給食費無料など

子どもへの
支援が少ない
（費用面）

・お祭り
・サロン

預けるだけ
でなく子育て
できるように

情報発信を
もっとして
欲しい

地域のつながり（コミュニティ） 地域資源

費用（支援）

・動植物
・昆虫

八王子に
ある資源を

活用
（アピール）

住みたいと
思わせたい。

花見などの
スポットが

あれば人がくる

地域支援活動

住民同士の
口コミ

個人情報などで
おせっかい
できない

顔の見える地域
声がかけあえる

↓
助けられる、助け
てもらえる安心

スピード感
をもつ

学校中心に
地域がつながる

・地域の子を
地域で育てる

グループに
属していない
人へのフォロー

子育て世代

法律・制度
交通

子ども

子育て世代への
支援して
もらえる

育休を
とりやすく
していく

教育の考え方を広く
学習と経験のバランス
体験する場を多く

↓
地域へ広げる（地域･大
学･企業･スポーツクラブ

etc)
↓

人が集まる

行政の横の
つながりが
うすい

子ども～高齢者
川口川や浅川に
遊歩道や木や植
物等があり

みんながあそべ
る場所がある

交通機関への
支援が必要

[子ども～高齢者]

・道路が整備され
歩行者用、

自転車用とわかれ、
安全に歩くことが

できるまち

橋や遊歩道
をつくって
整備する

バスは民間が
やっているが
赤字になって

いる

必要なところに
必要な支援が

いく

住みたい街
ランキングに

代表されるように
子のあずかり時間
や費用の低さ

〈子どもの声をきく〉

中･高･大学生が
直接市長･市議会議員へ

意見を伝えられる
機会をたくさんつくる。

授業中で。

子どもの
居場所づくり

コミュニティの
場にたくさんの
人が集まる

市

事務所
拠点・高齢者

地域

協
働

教育
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